
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事業報告用

令和 5年度 事業報告書

特宇非営禾ll活動法人アー ツ・イニシアティヴ・ トウキョウ

1 事業の成果

(1)特定非営利活動に係る事業
CΣ_L壁
=量
≦丞Lの菫重童査宣金の塁塾二」生量

=墨
±=三昼」壺皇の との により海外作家を日本に招聘した。フィンランド文化財団を通じて選出したアーティスト

)は、刑務所の内外をつなぎ、孤立や偏見ほか社会課題を、環境と心理作用、アー トのアプ
ローチから研究している。東京のリサーチでは設立 100周年となる多摩少年院や福祉施設への訪間とヒアリングのほか、

障害のある子供とのワークショップも実施し、後日レポー トをウェブサイトで公開した。モンドリアン財団を通じて招聘
したキュレーター )は、霧や香りなど目に見えないものと空間における人々の意識について
研究を進め、滞在中は香道体験や香道の家元との対話の機会を設けたほか、京都や別府、和歌山へのリサーチ、美術大学
での学生向けのレクチヤーも行つた。また、身体表現をテーマに活動するオランダのアーティスト (

)は、「ふるまい」をキーワー ドに都市空間の視覚デザインをマッピングする特設サイトを制作したほか、日常生活や
身近な自然にある「動き」をテーマに解釈を交換し身体表現につなげるワークショップを、ダンサー向けと一般向けに開

催し、年齢や背景の異なる幅広い層の市民と交流する機会を創出した。

Ω_堕量旦量墜二三二壁壁上」生二坐壁三」≧2壁堕LttШ■上塵」重L_」堕二墜
気候危機に対してアー ト業界からのアクションや対策を考えるイギリスの任意団体「Ca‖eW C‖ mate Coantion

(GCC)」 との情報交換を継続した。

Ω豊里二=二型壺ユ型饉堕墾塑皿旦堕二墜15回日となる′堂匹量二K_■_2ヱ上生二三」≧Lヨ_≧_」量]盤〕止≦Z≧L2二≧丞」21Elビユ△では、ア~テイスト )と
キュレーター )を 1名ずつ選出し、海外視察の支援を行つた。アーティストは、フランスや ラン 、イタ
リアをはじめヨーロッパ各地を訪問し、マティスのアトリエや洞窟壁画ほか歴史的に重要な芸術家らの足取りや表現を研

究し、自身の絵画表現の視野をひろげるリサーチを行つた。キュレーターは、オランダを訪問し、現地のアートシーンを
様々な当事者の視点で探るリサーチを行つたほか精神医療とアートや倉庫を活用したスペースほか、滞在者とのコミュニ

ケーションを通じて現地のリアルな情報を得ることができた。帰国後、アムステルダムで出会つたフランス人作
の「崩壊主義」にまつわる展示を日本で構想している。
「メルセデス・ベンツアート・スコープ」では日本人アーティスト1名 )を ドイツ・ベルリンヘ派遣し
た。現地では「動物と労働」についてリサーチを行い、自作した動物の着ぐるみを着てベルリン市内のマーケット等でパ

フォーマンスを行つた。帰国後、  このドイツでの経験をもとに多摩美術大学でレクチャーとワークショップを行い、
学生たちが映像制作を行なった。

C亘ヨ墨重壼i2墨重全二翌三立≧ヨ翌二Ω塞重≧」二の立量」_壺塁
本年度も、自治体、企業との協働プログラムを中心に行つた。

中堅作家のキャリアアップや海外活動を支援する_ШQ堅≧≦≧g[」皇ェ堅21212Ey塾[L△堅型〔ェ≦型 Lゝl_では公募および推薦作家
の選出サポー トと選考会の運営を行った。一次選考に続く最終選考では、オランダ、ニューヨーク、香港より3名の選考

委員を招聘し、国内選考委員を加えた 6名

が、3年ぶりとなる候補作家のスタジオを訪間し、プレゼンテーションとディスカッショ
ンを経て )を選出。2月 には受賞記念シンポジウムを、3月 には前回の丁CAA受賞記念展 (

)に関連したアーティストトークを東京都現代美術館にて実施した。移民や手仕事、土地の歴史などア
ー ス の 作とリサーチの過程が紹介され、選考委員との対話が行われた。海外選考委員

)の 2回 目の日本滞在中に、前回と今回の受賞アーティストとのメンタリングを行つた他、
のニューヨークでの個展に合わせて現地で選考委員 )と のメンタリングが行われ、彼らの制作の軸や今
後の展覧会の構想について意見交換と交流を深める機会となった。

16回 目となった「ART:N THE OFFICLLで は、運営協力として公募アーティスト ( の選出と制作のサポートを
行つた。アーティストによる社員向けワークショップでは、マネックスグループの異なる4つの会社から17名 の社員が

参加。複数の国で育った背景を持つアーティストが「どの国で育つても、共通する懐かしさ」をテーマに実施した。参加

社員から集めた幼少期のエピソー ドを、グループ内の別の誰かになりきつてインタビューに応えていくことで、共通性を

発見すると同時に、本来のエピソー ドとはまた別の物語が生み出されていく面白さを体験した。社員からは「社員同士の

交流が深まつた」「アーティストの創作活動の一端を体験できた」などの声があった。
「三菱商事アー ト・ゲー ト・プログラム」では、前年度までのプログラムのカタログ制作やウェブ・アーカイブ制作を

行なった。新プログラムの検討を行うなかで、諸事情により、一旦の休止となった。



多摩美術大学と連携し2年目となる「メルセデス・ベンツアート・スコープ」では、 がアーティス ト・イ
ン・レジデンスでドイツに滞在し、帰国後、多摩美術大学学生に特別レクチャーおよびワーク ョップを行い、作品を共
に作り上げた。 はこの経験を元に制作した新作が VOCA2024の佳作賞を受賞した。今後も、アーティストインレジ
ンスを主軸に、本プログラムで培った経験をレクチャー・ワークショップを通して学生に伝え、学生の創作活動を刺激
し、また、相互に影響を与えあう機会とすることでさらなる次世代アーティストの育成をはかつていく。
SBl新生銀行グループとの教育プログラムでは、AI丁 のディア ミーが主催した、障害などの特性のある子供や若者との
芸術プログラムヘの寄付協力により、アーティゾン美術館への美術鑑賞ツアーを実施した。昨年度は寄付のみだつたが、
今年は鑑賞する各グループに新生銀行の社員有志がボランティアとして関わるなど実地でも協働することができた。障害
のある参加者とともに巡る鑑賞では、社員より「普段の仕事では得られない豊かな時間や様々な気づきを得られた」とい

う回答もあり、有機的な関係性の構築の重要性が再確認できた。

菫些寿映像菫⊇関連企画として実施された「宣」圭豊堕L豊墜 ΞL三22里_≧_三二旦2二立上」には、昨年より継続して審査
運営事務局として関わつた。過去に 恵比寿映像祭や東京都写真美術館の展覧会に参加したアーティストから、気鋭の
中堅アーテ スト で選び、選考委員との面談や作品プレゼンテーションを経て、一次選考で 4名 (

)を選出した。また、審査会に加え、同映像祭の海外発信に関わる海外の類似プログラムのリ
サーチ、選考委員による落選アーティストヘのメンタリング、まだシンポジウムの企画・運営を実施し、選考委員やキュ
レーターとともにディスカッションを行い、日英で広く発信した。
A:丁 が主催した「気候危機とアー トの勉強会」2回 日は、Yutaka Kikutake Ga‖ ery(六本木)を会場にギヤラリストら
が参加。3回 日は森美術館オーディトリアムを会場に、GCC設立メンバー ( )をゲストに迎え、森美
術館館長や輸送に関わる専門家とともに気候危機とアー トの海外の動向や国内外の情報を多くの美術関係者と共有した。
イベントを通じて美術館関係者やギヤラリスト、大学教員など日本の美術関係者が課題を共有しながら対話をする貴重な
機会となつた。石橋財団から本活動に対する特別助成を受け活動が安定している。来年度は、他機関や財団からの支援も

得ながら「気候危機とアー ト」の事業をより拡大して行きたい。今後も先進的な活動のリサーチや有益な情報発信を継続

する。

Ω』!壁!堕:五1回l堕:五」l皿l翌!塑:」lШ_二:墨
教育プログラム「Total Atts Studies(丁 AS)_」 のアート講座では、深い観察 (ディープ・ルッキング)から歴史や社会
を考える内容と、アートとケアを考える2つの講座を代官山 A:丁 ルーム他にて開催。4年ぶりの対面式となった講座で
は、少人数制の対話と、ディープ・ルッキングや美術館訪間などの体験を重視した内容で構成され、参加者のアンケート
からは、参加者同士の交流も含め満足度の高い内容だったことが伺われた。また、長野県への日帰りのフィールドトリッ
プを2回開催。ガイド付きで多津衛民藝館を巡り、民藝についてのトークを行つたほか、フェンバーガーハウスでは「デ

ィープ・ルッキング」を体験するワークショップを行い、好評を得た。本ツアー参加後にA!Tの他講座を受講する動きも
あるため、今後もニーズを探つていく。

都内ギヤラリーや主要美術館を複数のルートで結び、期間限定で巡回するアートバスの運行や関連イベントを行う「ア
ートウィーク東京 2023」 (AWT)で は3つのオンライントークを企画・制作した。動画は、字幕付きでAWTのウェブ
サイトおよび YouTubeで 公開された。また、今回より初めて開催された展覧会に合わせ「キッズ・ガイドツアー」と題
して、親子向け、小学生向け、中高生向けの教育プログラムを企画・運営した。 キュレーションの展覧会テ

ーマ「平衡世界 (バランス)」 をキーワードに作品を選び、自由に解説や解釈を考えるガイドツアーを実施。小学生向け

の回は定員を超える申し込みがあり、参加した親子や主催者からも好評を得た。一方、中高生向けはやや集客が難しい課

題点もあり、今後の企画策定に活かしていきたい。

多様な子供と芸術家をつなぐ「ディア ミー」では、文化庁の助成と、資生堂等企業の寄付を受け、昨年度から進める

プロジェクト「コレクティヴ・アメイズメンツ・ トウ ループ ICATll を継続した。ダウン症や自開症の子供が参加する渋

谷区の市民グループとオランダの美術館と協働し、アンビエント音楽と瞑想を取り入れた表現ワークショップを開催し、

心を解放し表現を深める機会を創出。実施にあたリオランダより美術館での瞑想体験の実績のあるマインドフルネストレ

ーナー ( )を 1名招聘し、意見交換を経て開催した。イベントではローランド株式会社の機材提
供や他企業の画材や素材提供を受け、音楽家 4名 )のライヴセッシヨンを体感
しながら自由に表現する環境作りができた。また、昨年に続き、障害のある若者と大人が対話をする美術鑑賞プログラム
「インスピレーシヨン・ツアー」をアーティゾン美術館で開催し、その経験から自身の表現に展開する創作活動を実施し

た。公開トークでは、オランダと日本の精神医療とアー トを考えるセッションを開催。今回も日本語情報保障と日英逐次

通訳を取り入れ、幅広い層が視聴できる工夫をした。記録はウェブレポートと映像で和英で配信し、活動を広く周知し

た。次年度以降も継続的に連携すべく話し合いを進めている。

C」コШ聾ヨ墜璽堕墨国□囲生菫重二二_≧夕_=杢塑L上玉Ω杢=ム全=塑菫壁、量量墨塾』壺菫「TASプレミア上特設サイトでは、継続してオンデマンドでアート講座を配信。AI丁 ウェブサイトと連動させ、外部の
動画配信サービスでレクチャーの抜粋映像を公開している。

昨年に続き、美術媒体「美術手帖ウェブ」に気候危機とアー トに関する海外アーティス トやゲス トヘのインタビュー

や、気候危機とアー トをめぐる海外の主な活動を連載シリーズで公開中。特に、日本では入手しづらいアーティス トらの

草の根的な活動も含めて日本語で紹介することで、気候危機とアー トの世界の最新動向をわかりやすく一般に伝えてい

る。



そのほか、AITのウェブサイトに、フィンランドの海外芸術まの活動レポートや、オランダのパルタン・ラボラトリーと
AlTオ ンライン・レジデンスプログラムの報告物を掲載し、一般に広く紹介した。

…

到日HttL_2=2二壁生撻ユ=壼量担盤
昨年に続き.アートとメンタルヘルス分野の取り組みの意■について、オランタのメンタルヘルスに携わる専門家との
意見交換とヒアリングを行つた。特に今年度は、AITス タッフ2名がオランタの美術館やベルスケアの施設の取り組みを
訪問するリサーテを行つたほか、同年冬にはオランタの複数の美術館でマインドフルネストレーナーとして経験のあるゲ
ストを日本に招略した。都内のアール・プリエットの展示を行うアートギヤラリーや日本財団を訪問し、障害のある人の
姜術館へのアクセスや表現について対話の機会を得た。また、多様な対象者との協慟の知見や環境づくりについてのアド
バイスをもらいつつ、AlTや協慟団体との意見交換を経てワークシヨップを開催し、その経験を映像やテキストの記録と
してまとめ、特投ウェブサイトに公開した。今後も、多加者の特性の理解やアクセツビリティーの課題について様々なス
テークホルダーと連携し、 1′ サーテを経縮していく。

(2)その他の事業
褻〕と里」重重:菫:里]L=」」L」i」壁」L」L』三二菫
今年度も、AIT Pressの書籍『DEEP L00K!NG:想 像力を蘇らせる深い観察のガイド』 (著者 :
)をオンラインショップや書店、イベント時に販売した。恵比寿映像祭 (東京都写真美術館)にてマクドナルドが展
示に参加した際は、会期中に同美術館ショップでの販売も行つた。また、「ディア ミー」の一環で製作したアーティス
トグッズを、オンラインショップにて販売した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【74,174】 千円)
定款に記載

された
事業名

事業内容 日時 場所

従事
者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

畢栗費

(千

円 )

① アーティス トの

東京滞在宿舎の提供

及び生活支援

サービス

ンランド)、

(オランダ)招聘

2023年
5月 ～

2024年
4月

大田区、渋

谷区
4名
海外在住
アーティ
ス ト

120名 3,190

② 海外におけるア

ーティストインレジ

デンス施設に関する

情報収集、提供

気候危機とアー トの研究団体 GCCの リ
サーチ、意見交換、情報収集

2023年
5月 ψ́

2024年
4月

オンライン 4名 一般
広
般
く
0

③ 国内アーティス

トの海外施設への入

所支援

バ ーズ ー ン
( )

メ ・ ツアー ・ コープ
)派遣

2023年
5月 ～

2024年
4月

オランダ、

フランス、

ドイッほか

3名
国内アー
ティス ト

3名 4,334



④ 現代美術の展覧

会、ワークショップ

の実施及びその支援

「アー ト・イン・ザ・オフィス」運営

協力 (主催 :マ ネックスグループ株式

会社 )

受賞作家 :

募̈集ウェブサイトの制作・告知
‐選考会実施
―受賞者の滞在制作サポー ト

ワ̈ークショップ企画実施
‐レセプシヨンイベント協力

東京コンテンポラリーアートアワード

選考会運営事務局 (主催 :東京都、トーキ

ョー7-ツアント・スヘ
°―ス)

―海外選考委員 の

スタジオ訪間

ほか )
‐メンタリング4回

)

¨ シン ジ ム 画

―受賞記念展関連アーティスト・ トーク

企画

)

メルセデス・ベンツアー ト・スコープ

、ベルリンに派遣
―ドイツ人アーティスト、

を選出
‐多摩美術大学に によるト

ーク、ワークショップ開催

新生銀行グループ

ー障害のある子供、若者向け鑑賞サポ

ー ト

恵比寿映像祭 コミッション・プロジ
ェ

―選考会運営業務

メンタリング 4回

―シンポジウム (選考委員全員)
―海外発信リサーチ :類似海外事業のリ

スト化

三井不動産 パークホームズ本駒込新築

マンション

ーアー ト選定、設置
―コミッション作品コーディネーショ

ン

2023」年:5

月 -2024

年 4月

2023」年:5

月 -2024

年 4月

2023」年:8

月‐12月

2023 年
10月

2023」年15

月 中2024

年 4月

2023」暉ユ5

月 ‐2024

年 3月

マネックス

グループ

(株)(港
区)、 オン

ライン

東京都現代

美術館 (江

東区)、 ほ

か都内スタ

ジオ

ベルリン

市、多摩美

術大学 (八

王子市)他

ア ー テ ィ ゾ

ン 美 術 館

(中央区)

オンライ

ン、東京都

写真美術館

(目黒区)

オンライン

文京区

3名

5名

3名

2名

4名

2名

国内アー

ティス

ト、海外

キュレー

ター、社

員、学

生、広く

一般

115名

500名

アーテ
ィス ト
1名、学
生 5-8

名

40名

30名

88名

401483



三井不動産レジデンシヤル パークアク

シス新宿百人町新築マンション
‐ ー

ほか)
‐コミッション作品コーディネーショ

ン )

アー トウィーク東京 2023
-オ ンライントークイベント企画、コ

ンテンツ制作
―親子・キッズ、ユース向けアー トツ

アーの企画、運営
‐シンポジウム、ラウンドテーブル企画

大林組本社

アー ト作品メンテナンス

2023」年:5

月 ‐2024

年 3月

2023」年:8

月‐11月

2023」年:8

「
|   ～
2024」暉i3

月

オンライン

新宿区

オンライ

ン、港区

港 区

2名

3名

3名

300名

200名
再生数
2607回

4000名



⑤現代美術に関す
る公開講座の実施

現代美術の教育プログラム Tota:A威

Studies(TAS)プ レミア

講̈座の企画、配信 (2コ ース )
―フィール ドトリップの企画、実施 (2

回 )

子供と芸術家を繋ぐ

「ディア ミー」による「CAT」
―美術鑑賞ワークショップ 1回
‐創作ワークショップ 1回
‐音楽ワークショップ 1回
‐公開 トーク 各 1回
(協働 :ア トリエ・エー、ミュージア

ム・オブ・マインド)

2023年 4

月 ‐2024

年 5月

2023」軍i5

月 -2024

年 3月

オンライン

代官山 AITル

ー ム (渋 谷

区

アーティゾ

ン美術館

(中央

区)、 下北

沢 (世田谷

区)

オンライン

6名

4名

広く一般

障害児支

援 の市 民

グルー プ

ほか 広 く

一般

100名

250名

26,165

⑤ 現代美術に関す

る機関誌発行

インターネット上で

の HPリ ニューア
ル、情報提供

イベントや人材募集等の情報を配信 (5

回/年 )

ウェブサイト更新
‐記事、映像発信

2023年
5月
-2024年

4月

オンライン 7名 広く一般 7000名 0

⑦ 美術と医療福祉

に関する調査研究、

アーカイブ化推進、

情報提供

メンタルヘルスとアー トのリサーチ、
ヒアリング

2023年
7月
-2024年

2月

オンライン

オ ラ ンダ、

東京都内

2名 広く一般 7000名 0

③ 現代美術関連の

イベントにおけるボ

ランティア活動の情

報提供、支援

実施なし

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【682】 千円)

定款に記載
された

事業名
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

①一部宿舎、スペー
スの賃貸業務 実施なし

②飲食提供業、物品

販売業

『DEEP L00K:NG:想 像力を蘇らせる
深い観察のガイド』出版・販売

ディアミーグッズ販売

交流イベントミングリアス (アーティ

ス ト・ トーク :

)

2023年
5月 ―

2024年
4月

オンライン、

書店、AITル
ーム (渋谷

区、長野県

他 )

4名 682

③美術品の売買 実施なし 0.162(古物商許可証取得に
かかる旅費交通費)



書式第 1■
'1(法
第 28条 関係 )

5年度 活動計算書 (その他事業が立五場合)
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人アーツ・イニシアテイヴ・ トウキョウ

科 目
特定非営利活動に係る事業 その他事業

合 計

【A】 経 常 収 益

: 70896.,51

7' 296.281

【

(1)人 件贅
役員報酬

給|+手 当

賞与

法定福利費

福兵|「卓|:費

売 L原 価

外注費

荷造運賃

広告宣伝費

交際費

旅費交通費

通信費

消に品費

水道光熱費

保険料

修繕費

新,1"図 書費

地代家賃

支払 手数料

諸会費

会議費

粗税公課

リース料

支払利 E

為替差損

役員報酬

綸‖ 千当

退職給付費用

福利厚生費

(2)そ の他経費
(|ヽ

=t品
費

ヽ道光熱費

通信運搬費

地代家賃

旅費交通費

減価償却費

:  401.324

i 39.720.136

116111

tl tltl

I tll

l,

230.755

【

期 常 外 増 減 額 【C】 ―【D】 2
経  理 3,

3 340 963

1 受取会費
賛助会員受取会責

2 受取寄附金
,■ キli41盗

3 受取助成金等
.■
1「え助らヽ今

4 ,彙収益
11■ 1_:益

5 その他の収益
受取工|1宮

雄収入

―

　

　

　

　

経

11,だ資に売却益

過年∫芝損益修 ]益

同定資産売却授

1祠だ資産除却損

法人税 、住民税及び事 業税  ・・・ t



書式第 15号 (法第 28条関係 )

5年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人7-ツ・仁シ7ティウ
・・トウキョウ

円

小計・合計金   額科 目

A の

1 流動資産

現金預金

売掛金

商品

仕掛品

前払費用

20,952,548

1,069,332

674,048

2,311, 142

513,215

流動資産合計 ・・・① 25,520,285

2

(1)有形固定資産
工具器具備品

減価償却累計額

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産
敷金 460,000

合計 460,000

25,980,285【A】 資 産 合 計 ①+②

【B-1

7,975,886

の

¬

0

2 固定負債

負 債 合 計 7 975 886

未払金

未払法人税等

未払消費税等

前受金

預 り金

3,639,043:

852,300:

1,750,400:

1,330,000:

404,143:

正

2 488 648

味財産額 15,515,751

【B-2】 正 味 財 産 の 部

18,004,399

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B― ¬】+【 B-2】 25,980,285



書式第 16号 (法第 28条関係 )

5年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人7-ツ・仁シアテイウ
・・トウキョウ

重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 ⅣO法人会計基準
協議会)に よっています
(1)棚 卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入による原価法

(2)固 定資産の減価償却の方法

什器備品の減価償却は定率法

(3)消 費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式により処理しております。

2. 事業別損益の状況

事業部門計 管理部門 合計科 目

アーティストの東京

滞在支援活動

事業

国内アーティストの

海外施設への

入所 事業

現1ヽ乗何`すの辰

覧会ワークショッフ
・

の実施  事

現代美術の

公開講座 事
業

飲食提供、物

品販売 事業
作品売買 事
業

0

0

0

40,952,843

55

30,000

6,369,425

0

22,964,776

40

0

0

0

901,595

1

30,000

6,369,425

0

71,798,346

106

30,000

6,369,425

0

71,798,346

106

0

0

0

2,784,852

4

0

0

0

4,194,280

6

78,197,8774,194,286 40,952,898 29,364,241 901,596 78,197,8772,784,856

3,142,248

12,252,895

99,504

2,744,312

12,963

2,253,075

8,785,649

71,348

1,967,744

13,989

69,178

269,753

2,191

60,417

285

6,000,000

23,396,422

190,000

5,240,155

29,445

6,000,000

23,396,422

190,000

5,240,155

29,445

213,678

833,215

6,766

186,617

881

321,821

1,254,910

10,191

281,065

1,327

18,251,922 13,091,805 401,824 34,856,022 34,856,0221,241,157 1,869,314

15,613

25,946,127

69,432

188,840

152,242

4,996,899

338,954

1,468,443

189,435

114,418

0

2,636

4,513,681

456,067

0

332,545

28,162

120,480

0

697

1,066,220

40,000,891

15,613

25,946,127

69,432

188,840

152,242

4,996,899

338,954

1,468,443

189,435

114,418

0

2,636

4,513,681

456,067

0

332,545

28,162

120,480

0

697

1,066,220

40,000,891

0

192,464

2,517

132

16,245

90,578

44,085

103,389

41,875

0

0

1,058

1,371,098

12,932

0

45,985

755

4,291

0

0

21,924

1,949,328

0

2,140,658

1,495

199

36,570

36,536

5,369

26,065

8,207

0

0

88

148,038

13,999

0

7, 142

1, 138

6,462

0

0

33,020

2,464,986

0

15,831,116

26,541

31,947

67,363

2,741,279

60,382

670,381

80,132

76, 130

0

857

1,926,308

138,188

0

183,798

11,109

63,096

0

697

322,405

22,231,729

15,613

7,747,745

38,558

156,519

31,845

2,123,222

167,411

649,210

57,457

38,288

0

614

1,036,415

174,227

0

95,039

14,915

45,242

0

0

681,773

13,074,093

0

34,144

321

43

219

5,122

61,707

19,398

1,764

0

0

19

31,822

116,721

0

581

245

1,389

0

0

7,098

280,593

3.190.485 4.334.300 40,483.651 26,165,898 682,417 162 74,856,913 74,856,913

3,340,964-405,629 -140,014 469,247 3,198,343 219,179 -162 3,340,964

I 経常収益
1 受取会費
2 受取寄附金
3 受取助成金
4 事業収益
5 その他の収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
役員報酬

給料手当

賞与

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費
売上原価

外注費

荷造運賃

広告宣伝費

交際費

旅費交通費

通信費

消耗品費

水道光熱費

保険料

修繕費

新聞図書費

地代家賃

支払手数料

諸会費

会議費

租税公課

リース料

支払利息

為替差損

雑損失

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



3. 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳
(単位 :円 )

内容 金額 方法

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は18,004,399円 ですが、そのうち5,869,425円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は12,134,974円 です。

5. 固定資産の増減内訳

6. 借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです .

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の技分方法

8

備 考内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

319,425

550,000

4,500,000

319,425

550,000

4,500,000

0

0

280,550 5,369,425 280,550 5,369,425

(株)資生堂

(株)SBI新生銀行

(公財)石橋財団

合計

期末帳簿価額科 目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額

393,645

460,000

393,645

460,000

853,645 393,645 460,000

有形固定資産

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高科 目

合計

内、役員と

の取引

内、近親者

及び支配法

人との取引

科 目

計算書類に

計上された

金額

3,639,043 186,607

3.639,043 186,607

活動計算書計

(貸借対照表)

未払金

貸借対照表計

(活動計算書)

その他の事業に係る資産の状況



,i卜 式第 17'j(法 第 28条 関係 )

5年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人アーツ イニシアテイウ トウキョウ
tl:イ立 |||

科 金   額 小  計  : 合  計

理

`,,口

令

r'元現令

1を t」
「
1銀 行

■オ |二銀
`r:_11`Ik`」ヽ
`:

普通預全

普通薇全

普通預金

1-テ・■の東京滞在支援活動 事業売樹全

海外施設入所 支援売掛全

現代美術の展覧会
'~ク

ン
','グ
)実施事業売掛全

現代美術の公開講座事業売掛金

飲食提供 .物 :。販売事業売掛全

販売用

仕掛品

|,年払費月]

朝倉イ(動 に|“

イ|'、備品

減価値去,累計徹

(2)

(3)

敷金

朝倉不動産

25 520 285

25 520 235

【A】 資 産 合 計 C+② 25 980 285

【B-1

7.975.

【B― ,】 負 債 合 計 |,+.3 1   7 975 886

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】

朱払消費i掟

当令

源 泉徴収税

社会保険料

住民税

瞑用保「
`

未払法人税等

未払法人税

来払金

その他

前受金



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事業報告用

令和5年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人アーツ・イニシアティヴ・ トウキ

ョウ

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

y以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
y各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役名
どちらかに

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏名

1 理事

シオミユウコ 令和5年 5月 1日

令和6年 4月 30日

年   月

年   月塩見 有子

2 理事

スミトモフミヒコ 令和5年 5月 1日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日住友 文彦

3 理事

キリカワヨウコ 令和5年 5月 ¬日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日桐川 洋子
(宮原 )

4 理事

ホリウチナオコ 令和5年 5月 1日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日堀内 奈穂子

5 理事
=!*< tl= 令和5年 5月 1日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日西山 裕子

6 理事

ナンジョウフミオ 令和5年 5月 1日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日南條 史生

7 監事

ナカモリヤスフミ     

  

令和5年 5月 ¬日

令和6年 4月 30日

年  月  日

年  月  日中森 康文

8 以上

年  月  日

年   月   日

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人アー

氏   名

1

塩見 有子

2

ロジャー…

クリストフアー・

マクドナル ド

3
住友 文彦

4
宮原 (桐川)洋子

5
西山 裕子

6
南條 史生

7
中森 康文

      

8
堀内 奈穂子

9
肥田 暁子

10
藤井 理花

11

坂本 理恵

12

和田 真文




